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「食の安全性確保の国際標準化による実践教育」の事例 

（具体的に何を実施し、何が困難であったのか） 

海外調査を行い、「食の安全確保」のための「国際標準」に基づくカリキュラム

改編、英語テキストの作成等を行った。このカリキュラム改編等を進めるにあた

り、関係教員のコンセンサスを得ることが困難であった。 

（苦労したこと、困難であったことの具体的な要因は何だったのか、それにより実

施内容がどのような影響を受けていたのか） 

この教育プログラムの趣旨が、必ずしも関係する全ての教員に十分に理解され

ていないことがあった。これにより、カリキュラム改編や英語テキストの作成作

業が若干ではあるが遅れた。 

（どのように対応し、どのような結果が得られたのか、また、その結果が望ましい

ものではなかった場合、あらかじめどのように対応していれば適切であったのか、

どうすればより良い結果を導くことができたのか） 

専攻長とワーキンググループのメンバーを中心に、教育プログラムについての

趣旨について、説明を行った。関係教員に十分に教育プログラムの趣旨を理解い

ただくというのが、その後の持続的なプログラムの推進につながると思う。 

 


